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一
、
信
用
状

の
起
源
は
之
を
遠

い
昔

に
求

め
得

る
が
ω
、

こ
れ
が
國
際
貿
易
上

の

一
立
役
者

と
し

て
そ

の
目
畳
ま
し

い
活

躍
舞

叢

を
展
開
す

る
に
至

つ
た

の
は
、
絵
り
遠

い
以
前
か
ら

の
こ
と
で
は
な

い
や
う

で
あ
る
⑭
。

し
か
し
て
、

そ

の
演
す

る
役
割

の
重

信
用
状
載
行
銀
行
な
続
る
主
な
ろ
法
律
關
係
に
耽
て

入

一



信
用
状
獲
行
銀
行
奉
続
る
主
な
ろ
法
律
關
係
に
就
て

入
二

要

さ
は
日

々
に
加

は
り

つ

、
あ
る
感

を
深

く
せ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
そ

の
態
檬

が
未

だ
統

一
を
見

る
こ
と
な
く
、
英

.
米
又
は
大

陸
等
随
所

に
特

異
な
る
も

の
が
あ
り
、
た
め

に
國
際
貿
易
上

に
及

ぼ
す
支
障

が
勘

く
な

い
實

歌

に
あ
る
。
從

て
そ

の
統

一
蓮
動

が

起

り
、

こ
れ
を
具
饅
化
せ
ん
と
す

る
の
企
劃

が
諸
國

に
見
出

さ
れ
る
が
、
蓋

し
自
然

の
趨
と
云

へ
や
う
⑥
。

さ
り
な

が
ら
、
今

目

尚

、
経
濟
的
、
政
治
的
其
他
國
際

間

に
横

は
る
障
碍
は
近
き
將
來

に
於

て
全
く
除
去
す
る
こ
と
を
望

ま
れ
な

い
限
り
、
た
と
ぴ
統

一
化

の
過
程
を
辿
り

つ

、
あ
ゆ

と
す

る
も
、
信

用
歌
を
続

る
諸
種

の
紛
争
獲
生

の
可
能
性
は
未
だ
多
分

に
存
在
す

る
も
の
と
思
は

れ

る
。
古

き
歴
史
を
有
す

る
英
國

に
於

て
す
ら
、
紛
争

珍
ら
し
か
ら
ざ
る
有

様
と
す
れ
ば
、
未
だ
稜

達

の
日
術
淺
く
殊

に
そ

の
採

用
す

る
信
用
歌

の
形
式
内
容
共

に
英

・
米

の
そ
れ
等
を
範

と
す

る
我
國

に
於

て
は
④
、

そ

の
研
究

未
だ
充
分
な
り

と
は
稻
し
難
く

紛
議

に
際
會

し
て
初
め

て
そ

の
正
し

い
理
解

の
把
握

に
焦
慮
す

る
の
も
蓋
し

已
む
を
得
な

い
こ
と

で
あ
ら
う
。

事
情

か
く

の
如
く
と
す
れ
ば
、
之

が
正
確

な
る
知
識
を

充
分

に
會
得
す

る
こ
と
が
實
務
家

に
と

つ
て
最
も
緊
要
な

こ
と

芝
思

は

せ
ら
れ
る
。
併

し
信
用
歌

に
關
す
る
研
究
的
丈
献

は
内
外
共

に
勘

く
、
從

て
そ

の
研
究
上
は

か
ら
ざ
る
困
難

に
逢
着
す

る
こ
と
も

稀

で
な

い
。
吾

人
之

に
關

心
を
有
す
る
學

徒
は
、
そ

の
難
關

申

の
若

干
に
て
も
克
服
す
る
た
め
に
不
断

の
努
力
を
惜

む

べ
き
で
な

か
ら
う
。
寡

聞
を
も
顧

み
す

こ
の

一
小
論
を
起
す
斯
以

も
亦

こ

の
さ

玉
や
か
な
る
念
願

の

一
端

に
外
な

ら
な

い
。

二
、
信

用
状

に
關
し

て
淺

さ
れ
た
研
究
問
題
は
多

々
存
す

る
で
あ
ら
う

が
、
O
O
Z
口
男
言
》
目
HO
Z

と

因
国
ぐ
d
O
>
↓
δ

窺

と

の
關
係

、
≦
、H目
=
O
O
円

因
国
O
O
d
口
。。
国

の
法
的
効
果
、
關
係
當

事
者
間

の
法
律
關
係
、
或

は
費
買
契
約
と
信
用
欣

の
法
律
關
係

等
は
そ

の
重
要
度

に
於

て
最

た
る
問
題

で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
特

に
費
買
契
約
と
信
用
歌

と
の
法
律
關
係

の
如
き
は
研
究

`



上
頗

る
興
味
あ

る
問
題
と
信
す

る
が
、
之
は
他

日

の
研
究

に
侯

つ
と
し
て
、
本
論

に
於

て
は
主

と
し
て
荷
爲
替
信
用
歌

の
嚢

行
鍛

行

を
中

心
と
し

て
襲
生
す

べ
き
主
要
な
る
法
律
關
係

に
研
究

の
焦
黙
を
据
ゑ

や
う
と
思

ふ
。
法
律
學

の
知
識
蚊

に
實

務

の
経
験

に

乏

し
き
者

が
敢

て
か

曳
る
多
難

の
試

を
企

て
る

こ
と
は
、
幾

多

の
危
瞼
を

包
含

し
過

談
を
侵
す

こ
と
な

き
を
保

せ
ぬ
が
、
是

に
依

て
先
輩
諸
彦

の
叱

正
を
得
、

以

て
他
山

の
石
た
る
を
得
ば
幸
甚

の
至
り

で
あ
る
。

(1)(2)(3)

信
用
状

の
起

源

に
つ

い
て
に
諸

家
そ
の
観
な
異

に
す

る
も
の

」
如
く

で
あ

る
が
、
英

・
来

の
代
衷
的
學

者
六

う

もo
℃
巴
山
ぎ
㈹
及
び

≦

鷺
傷

の

爾

氏
が
共

に
、
之

な

国
餌
二
団
閑
。
日
碧

及

び

]8
旦
冨
a

の
住

め
る
時
代

に
求
め
て
ゐ

る
所

に
照

ぜ
ば
頗

る
古

い
昔

に
遡

ら
ざ

る
な
得

な

い
o

し

か
し

て
傭
用
状
が
爲
替
手
形

と
併

立
的

に
■襲
達

し
穴

も
の
で
あ

る
と

云
ふ
こ
と
は
否

み
難

い
事
實

と
考

へ
ら
れ

る
。
叉

そ
の
起

源
に

古

孟

り
金

融
業
の
獲
逡

ぜ
ろ
伊
太
利

に
襲

し
て

ゐ
る
と

の
観
は

大

い
に
重
春

彪
な
す
も
の

と
云
に

れ
ば

な
ら
な

い
o
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℃
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ρ
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は
頗

ろ
古
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に
揮
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今
口

の
如
く

貿
易
界

に
活
躍

す

う
に
至
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六
の
に

、
十

九
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紀
頃

よ
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國
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達
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げ
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結
果
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来
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先
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初
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二

亀
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瀞
ス
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の
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者
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主
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目
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O
o
口
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需

に
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主

と
し

て
外

國
貿

易
上

に
於

け

る
船

荷
置

雰
の
取
扱

に
闘

す

ろ
問
題
か

信

用
状
登
行
銀
行

を
競

る
主

な

る
法

律
關
係

に
就
て

入
三



信

用

状

装

行

銀

行

か

続

る
主

な

る
法

律

開

係

に
就

て

八

四

討

議

し

れ

こ
と

に
求

む

る
」
、
と

が

出

來

や

う
o

爾

來

、
骸

團

盟

に

船

積

書

類

一
般

の
解

糊

な

規

定

し

、
信

用

駄

書

式

、

信

用
駅

機

行
依

魍

書

及

び

信

用

状

約

定

書

等

の

形

式

な

統

一
し

、

之

等

の

使

用

な

極

力

各

銀

行

業

者

に
渤

め

て

ゐ

る
の

に

、
統

一
化

蓮

動

の

上

に
大

い

に
貢

献

し

て

ゐ

る
も

の
と

云
に

れ

ば

な

ら

ぬ

。

こ

れ

に

刺
戟

ぜ

ら
れ

て

、
欧

洲

及

び

そ

の

他

の

諸

國

も

そ

の
統

一
化

の
機

蓮

に
赴

い
穴

も

の

は
砂
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な

い
o
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が
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國

際

的

統
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域

ま

で
押
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進
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(4)

力

強
き

一
石
心
投
じ
六

も
の
と

曇
ふ
べ
急

で
あ
ら
う
o

国

α
≦
舞

房

噂
ま
P

O
冨

曳

臼

同
℃
芝

舞

島
"
ま

・
O
冨

艮

6
目
郭

◎◎
℃
O
・

国
伽
零
碧
駐
㍉
び
↑

6
げ
唱

8
吋
×
H
一
一・

第

一
節

信
用
状
登
行
に
基
く
法
律
關
係
の
登
生

一
、
商
業

信
用
歌
嚢
行

の
主

た
る
目
的
は
費

主
が
貨
物
代
金

の
入
手

を
確
保
す

る
た
め

に
外
な
ら

ぬ
。
蓋

し
遠
く
地
を
隔

つ
る

外

國
と
の
貿
易

に
あ

つ
て
は
、
費
買
爾
當
事
者

は
互

に
そ

の
信
用

に
つ
き
充
分

な
る
知
識

を
有

せ
す
、
從

て
費
主
は
代
金

の
入
手

に
不
安
を
感
す

る
場
合

が
勘
く
な

い
。
か

」
る
不
安
を
除
去

し

て
費
買
契
約

の
成

立
を
圖

る
目
的
を
以

て
嚢
行

せ
ら
る

瓦
信

用
授

與

の
書
面
を
通
常
、
信
用
状

と
稔
す
る

の
で
あ
る
が
①
、

今
之
が
稜
行

よ
り
そ
の
目
的
達
成

迄

の
過
程

に

一
瞥

を
與

へ
る
と
、

紛

費

買
當
事
者
聞

に
於

て
、
費
買
契
約

の

一
條

件
と
し
て
、
買

主

の
銀
行

よ
り
信

用
歌
を
稜
行
す

べ
き

こ
と
を
約
定
す

る
。

(
蝕

に
最

も
注
意
す

べ
き

こ
と
は
、
費
買
契
約

と
信
用
歌

嚢
行
と

の
法
律
的
關
係

で
あ
る
。

之
は

一
言

に
し
て
は
羅
し
得
ぬ

が
、

こ
の
爾
者
は
各

々
猫
立

の
關
係

に
立

つ
も

の
で
、
實
務
的

に
は
信
用
状
嚢
行
な

る
事
實

は
費
買
契
約

の

一
條

件

と
し

て
は
頗

る
重

要
性
を
有

し
、
從

て
こ
の

一
條
件

の
不
履
行
は
該

費
買
契
約

を
破
壊
す

る

の
結
果

を
齎
す
も

の
で
あ
る

が
、
翻

て
信
用
状
獲
行

の

爲

に
は
喪
買
契

約

の
存
在

は
毫
も
法
律
上

そ
の

一
要

件
と
は
認
め
ら
れ

ぬ
の
で
あ

る
⑥
。

の

買
主

は
直
接

叉
は
そ

の
取
引
銀
行
を
介

し

て
、
費

主
と

の
契
約

に
基
く
種
類

の
信

用
歌

の
焚
行
を
自

巳
取
引
銀
行
或

は

(

信
用
状
叢
行
銀
行
な
続
る
主
電
ろ
法
律
關
係
に
就
て

入
五



信
用
状
機
行
㎞暇
行
な
鯵
駒ろ
主
な
る
法
律
開鯛
係
に
熱
肌
て

八
山ハ

そ

の
他

の
銀
行

に
申
込
む
。

こ

の
信
用
歌
嚢
行

の
申
込

を
銀
行

が
受

諾
す

る
と
、
銀
行
は
買

主

に
代

つ
て
費
主

に
該

信
用
歌

に
基

き

一
定

金
額
支
佛

の
義

務

を
員

ふ
こ
と

玉
な

る
。
即
ち
銀
行

と
買
主

と

の
間

に
委
任

に
基
く

一
種

の
金
鐘
支
梯
指
圖
契

約
が
成

立
す
る

の
で
あ

る
。
銀
行
が

こ
の
契

約

に
よ
り
員
捲
す
る
支
佛
義
務
は
依
頼
人
た

る
買
主

が
費

主

に
封

し
支
彿
義

務
を
履

行
し
得

ざ
る
か
、
叉
は
履

行
せ
ざ
る

場

合

に
、
之

に
代

つ
て
銀
行

が
履
行
す

る
こ
と
を
約
束
す

る
も

の
で

は
な

い
。
換
言
す
れ

ば
、
銀
行
は
保

誰
債
務
を
員

ふ
も

の
で

け
な
く
、
買
主

の
委
任

に
基

い
て
信
用
授
與
を
代
行
す

る
も

の
で
あ
る
。
從

て
銀
行
と
依
頼

人
と
の
法
律
關
係

は
委
任

に
基

く
授

信
契
約

(
一
種

の
金
鈍

支
佛
指
圖
契
約

)
關
係

に
外
な

ら
な

い
の
。

か
く

て
銀
行
は
授
信
者

と
し

て
、
買
主

の
依
頼

に
懸

じ
、
費

主

(
受
信
者
)
へ
信
用
歌

に
基
き
代
金
支
佛
を
な
す

こ
と

」
な
り

、
蝕

に
初
め
て
費
買
契
約
を
離

れ
た
法
律
關
係

が
稜
生
し
、
銀
行

は
信
用
歌
稜
行
銀
行
、
買
主
は
焚
行
依
頼

人
、
叉
費
主
は
受
釜
者

と
し
て

の
各

々
の
立
場

が
成

立
す
る

の
で
あ
る
。

励

次

に
最

絡
階

梯

と
し

て
、
爽
行
銀
行

は
依
頼

人

の
申
込
條

件

に
基
き
信

用
歌

を
焚
行
し
、

こ
れ

に
從

て
依
頼

人

の
計
算

(

に
於

て
受
釜
者

に
支
佛

を
な
す
。

以

上
は
簡

略
で
は
あ
る
が
、
商
業

信
用
状
嚢
行

に
よ
り
獲
生
す
る

一
般

的
關
係
を

一
懸
鑑
し

て
ゐ
る
と
思

ふ
。
併

し
之
は
根
本

的
最
簡

箪

の
形
式

で
あ

り
、
そ

の
關
係
者

の
如

き
も
信
用
状
獲
行
依
頼

人
、
焚
行
銀
行
及
び
受
釜
者

の
三
者

に
過
ぎ

ぬ
。

こ

の
最

小
限
度

の
關
係
者

で
絡
結

し
得

る
場
合

は
比
較
的
僅
少

で
、
諸
種

の
事
情

よ
り
他

の
若

干

の
關
係
者

が
之

に
参
加
す
る

の
が
普
通

で
あ

る
⑥
。



・

(5)⑥(8) (7)

英
國

に
於

て
は
信
用
状

に
劉

す

る

一
般
的

術
語
と
し

て

O
o
彰
§
o
鼠

』

常

帥齢臼

o
{
9
鼠

凶貯
な

る
語
な

用

ひ
て
ゐ

る
o

併

し
嚴

密
な

る
意
味

に

於

て
は

之
を
銀
行
信
用
状

(冨
碧
界
。
誘
.
ピ
妥

臼

o
h
O
話
象
け)
及
び

商
業

信
用
状

(O
o
ヨ
5
9
9
鑑

H
亀

臼

。
h
O
器
窪
C
の

二
種

に
分

つ
。
前
者
に

信

用
駿
搬

行
者
が
銀
行

で
あ
り

、
受
盆
者

に
支
抽

ふ
者

も
亦

銀
行

で
あ

ろ
が
、
後

者
に
信

用
状

獲
行
者
が
銀
行
で
あ

る
と
否

と
を
問

に
ず

、

支
挽
入
が
買
主
で
あ

る
揚
合

の
信

用
状
々

云
ふ

窃
℃
巴
ユ
げ
αq
埴
頃
器
岸
o
誘
噂
O
「o
象
β

℃
・
轟
ポ
ム
伊

芝
曽
巳
噂
駒び
P

℃
●
い
O
)o

然

う
に
来
國

の
見
解
に

、

英
國

に
て
商
業
信
用

状

と
爾
す

る
も
の
に
、
信
用
状
の
範
疇

に
屡

し
な

い
も

の
と
し

、
之

は
む

し
ろ

一
種

の

「
買
取
指
圖
書

」
(
>
5
》
β
9
。
7

団蔓

8

贈
9
0ザ
器
o)

に
厨
す

べ
き

も
の

と
す

る
o
從

て
信

用
状
と

云

へ
ば

必
ず

英
國
の
所

謂
銀
行
信
用
駿

の
み
に
限

る
立
揚
彪

と

つ
て

ゐ
る

(旨

9
a
㌦
区

・
ヤ

8

)。

本
論

に
於

て
に

一
般

に
賢

買
取

引

に
用

ひ
ら

る
」
信
用
駅

の
纏
括

的
名

稽
敦

ろ

「
商
業
信
用
状

」
な

る
用
語
彪

と
る

こ
と

」
し

六
。

斗

9。
a
㍉
げ
山
も
.
ま
9
く
o
「ぎ

H
鼻
巽
轟
二
8

a

国
器
富

品
ρ
℃
.
ミ
評
峯
鼻

色
。・悉

♂

ぎ
血
・
で
●
h}
悼
ω
"
国
α
場
騨
巳
。・℃
剛ぴ
自
七
q
O
(一
く
y
℃
・
◎o
【
(<
y
H
ヨ
訂
一⑦

く
・
O
'
乞
箇
σq
器
o
卿
0
9

(
お
聯。
【)り
ω
●
目
」
8
島

卿

6
ρ

〈
'
bσ
o
陣
a

(
圏O
ha
ω
)噛
溶
「3
ヨ
昌

卿
O
ρ

く
.
℃
巳
)=
0
2
暫
二
9

巴
団
碧
紫
(
お
N
α
)・

授
信
契
約

の
法
律
的
性

質

に

つ
い
て
に

、
松
永
義
雄
著

「
商
業
信
用
駅
論

」

一
二
頁

以
下
蓼
照
。

ラ

を
費
P

子
伽
・
Ω
茜
麿
臼

評

国
山
竃
鷺
血
い、
ぎ
自
●
O
げ
p
冥
巽

H
<
堕
国
ぎ
げ
亀
無
o
ぼ
り
凶げ
F

や

困轟
ひ
客
9
の
・
竹

田
省
博

士

「
商
業
信
用
状

」
九

(
法
學
論
叢

(

第
十

八
巻
第

一
號

所
載
)
o

機
行
銀

行
が
直
接
買
主

の
依
頼

に
工
り

費
主

に
直
接

に
信

用
状

に
墓

§
支
棉
存
な

す

こ
と
は

、
本
丈
既

述
の
如
く
最
簡

軍
の
形
態
で
は

あ

る

が
、
實
務

に
於

て
に

か

」
る
揚
合
に
頗

ろ
少

く
、
通
常
買
主

と
獲
行
銀

行
、
機
行
銀

行
と
費
主

と
の
問

に
他

の
關
係

銀
行
が
介
在
す

る
。

お
嶺
行
依
頼
銀
行

(労
。虐
2
晋

σq
ヒ⇔
碧
犀
)
の
介
在
。
ー

買
主
が
直
接

に
鞍
行
銀
行

に
依
頼
す
ろ
こ
と
な
く
、
自
己
の
取
引
銀
行
な
通
じ

(
て
依
頼
す

ろ
揚
合
溺
屡

々
あ

る
。
・
、の
時
、
該
依
頼
銀
行

(閃
o紹
霧
二
口ぴq
】W替
岸
)
が
買
主
の
代
理
者
と
し
て
、
登
行
な
申
込
め
ば
、
法

律
上
は
買
主
が
依
頼
入
と
な

る
揚
合
と
異
る
所
が
な

い
。
然
る
に
該
俵
頼
銀
行
が
虐
行
の
名
存
以
て
申
込
む
と
き
に
、
法
律
上
は
該
銀

信
用
状
登
行
銀
行
な
続
ろ
主
な
る
法
律
關
係
に
就

て

八
七

噺



信
用
状
搬
行
銀
行
な
規
ろ
主
な
ろ
法
律
關
係
に
就

て

八
入

行
が
俵
頼
者
と
な
り
、
内
部
的
に
に
買
主
と
の
間

に
取
次
契
約
關
係
が
生
ず
ろ
。

ラロ
支
挑
銀
行

需
藁
『
σq
ゆ
巴
5

の
介
在
。
ー

襲
行
銀
行
が
直
接

に
.信
用
駅
に
基
き
費
主

に
支
梯
ふ
よ
り
に
、
自
行
の
本
支
店
、
取
引
銀

行

(6
。旨
o
毛
oロ
畠
o馨

団
彗
5

等
な
通
じ
て
支
彿
ふ
揚
合
の
方
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
揚
合
、
該
支
携
銀
行
が
機
行
銀
行
の

本
支
店
叉
ば
代
理
者
と
し
て
支
彿
ふ
に
於
て
に
、
法
律
上
に
獲
行
銀
行
が
支
挽
ふ
と
同

一
の
關
係
と
な
る
。
支
挑
銀
行
が
自
行
の
名
な

以
て
支
沸
ふ
揚
合
に
、
機
行
銀
行
と
支
沸
銀
行
及
び
資
主
と
の
間
に
別
種
の
法
律
關
係
が
登
生
す
る
も
、
駿
行
銀
行
が
支
梯
義
務
な
履

行
す
る
貼
に
於
て
に
何
等
異
ら
な
い
。

一
一、
商
業
信
用
訣
嚢
行

に
よ
つ
て
稜
生
す
る
根
本
的
法
律
關
係
は
、
嚢
行
依
頼
者

、
獲
行
銀
行
蛇

に
受
釜
者

の
三
者

を
緯

つ
て

先

づ
獲
生
す

る
。
信
用
状
は
實
務
的

に
は
費
買
契
約
を
基
調
と
し
、
買

主
の
獲
行

申
込

に
封
す

る
銀
行

の
受

諾

に
よ
り
、
焚
行

せ

ら
る

玉
も
、
法
律
的

に
は
獲
行
依
頼
人

と
獲
行
銀
行

と
の
契
約
關
係

が
信
用
歌
嚢

行

の
前
提

と
な
り
、
之
よ
り
吹

の
諸
關
係
を
派

生

せ
し
む

る
に
至

る
の
で
あ

る
。

鋤

信
用
欣
磯
行
銀
行

と
他

の
關
係
者

と
の
法
律
關

係
。

(

㈲

稜

行
銀
行

と
獲
行
依
頼
人

と
の
關
係

。

ω

焚
行
銀
行

と
受
釜
者

と

の
關
係
。

ω

獲
行
銀
行

と
手
形
買
取
銀
行
と

の
關
係
。

瑚

手

形
買

取
銀
行
と
受
釜
者
と

の
關
係
。

只C

賓

主
と
買
主
と

の
關
係
。

(



本
論

に
於

て
は
、
以
上

の
申
、
畿
行
銀
行

と
他

の
關
係
者

と

の
主
な

る
法
律
關
係

に
つ
い
て
論

述
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

第
二
節

信
用
状
襯
行
銀
行
と
登
行
依
頼
人
と
の
關
係

一
、
獲
行
銀
行
と
依
頼
人
と
の
法
律
關
係
は
、
委
任
に
基
く
授
信
契
約
の
締
結
に
よ
つ
て
稜
生
す
る
こ
と
は
、
前
節
に
於
て
述

べ
た
が
、
そ
の
契
約
内
容
は
獲
行
銀
行
が
授
信
者
と
し
て
第
三
者
た
る
費
主
へ
一
定
條
件
に
基
く
信
用
授
與
の
債
務
員
澹
を
依
頼

人
に
約
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
信
用
授
與
の
方
法
は
、
畿
行
銀
行
が
畿
行
信
用
歌
の
條
件
に
基
く
爲
替
手
形

(
荷

爲
替
手
形
の
場
合
が
多
い
が
)
の
振
出
穫
限
を
費
主
に
授
與
し
、
該
手
形
支
佛
債
務
を
買
圭
に
代
つ
て
員
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
行
は

れ
る
。
買
主
は
こ
の
信
用
授
與
方
法
を
利
用
し
て
、
費
主
に
封
す
る
代
金
支
彿
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
、
な
る
。

焚
行
銀
行
は
か
く
依
頼
人
に
代
つ
て
、
費
主
に
封
す
る
信
用
授
與
の
事
務
を
盧
理
す
る
こ
と
を
約
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

銀
行
と
依
頼
人
と
の
關
係
は
委
任
契
約
と
授
信
契
約
が
組
合
つ
た
も
の
で
あ
る
働
。

更
に
爾
者

の
法
律
關
係
の
主
要
な
る
黙
に
つ
い
て
論
述
す
る
に
、

GD

磯
行
銀
行
は
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
以
て
、
委
任
事
務
を
盧
理
す
る
義
務
を
員
ふ
㈹
。

受
任
者
た
る
嚢
行
銀
行
は
委
任
の
本
旨
に
從
て
、
民
法
に
所
謂
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
以
て
、
依
頼
人
よ
り
の
委
任
事
務

顧
理
の
義
務
を
員
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
義
務
の
内
容
は
大
凡
次
の
如
く
で
あ
る
。

の

委
任
契
約
に
基
く
信
用
歌
焚
行
の
義
務
を
員
ふ
。

(

信
用
駿
機
行
銀
行
な
規
る
主
な
る
法
律
閥
係
に
就
て

入
九



信
用
状
登
行
銀
行
な
競
ろ
主
な
ろ
法
律
關
係
に
就
て

九
〇

焚
行
銀
行

は
契
約

の
條

項
に
適
合
す

る
信

用
歌

を
獲
行
し
qり
、

之

に
依

て
生
す

る
義
務
を
受
釜
者

に
封

し

て
履
行

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
從

て
若
し
稜

行
銀
行

が
そ

の
履
行

を
怠

つ
た
時

は
勿
論
、
過
失

に
よ

つ
て
履
行

し
な

い
場
合

に
於

て
も

、
依
頼
人
は
之

が
履

行
講

求
を
な
し
得

る
の
み
な
ら
す

、
叉
損
害
賠
償

の
請

求
を

も
な
し
得
る
。
例

へ
ば

寄

苫
8
ぴ
げ
い
＼O

嚢
行

の
依
頼
を
受
け
た
る

に
も
不
拘
、
誤

つ

て

耳

2
。
8
¢
。
ζ
O

を
爽
行

し
た
と
か
、
或

は
記
載
内
容

が
相
違

し
た
と
か

の
場
合

は
、
獲
行
銀
行
は
之

に

封
し
損
害
賠
債

の
責

に
任
す

る
と
共

に
、
依
頼

人

に
樹
す

る
支
彿
資
金

の
求
償
模

を
も
失

ふ
こ
と

曳
な
る
α
。

司

受
釜
者
振
出
手
形

に
船
積
書
類

の
添
附

を
要
す

る
場
合
は
、
之

等
書
類

と
信
用
状

と
が
そ

の
記
載
内
容

に
於

て
、
完

(

全

に
合
致
す
る

こ
と
を
確
認

せ
る
上

に
て
支
佛

を
な
す
義
務

を
員

ふ
。

調

査
義
務

の
程
度

に

つ
い
て
は
、
各
國

の
判
例

蚊
に
慣
習

は
大
略
そ

の
軌

を

一
に

し

て

ゐ

る
。
そ
れ
は
受
釜
者

よ
り
船
積
書

類
⑬

の
呈
示
を
受
け
た
時

は
、
該
書
類

が
信
用
状
内
容

と
形
式

上
合
致

す

る

か

を
、

獲
行
銀
行
が
相
當

の
注
意
を
以
て

(≦
、尊

同
臼
8
津
げ
津
6霞
・)
調

査

す

る

の
義

務
を
員

ふ
程
度

に
止
ま
り
、
該
船
積
書
類

が
代
表
す

る
貨

物
自
身

の
晶
質
、
實
際
歎
量

そ
の
他

に

つ
き

、
實
質
的
内
容
調
査

の
義
務
は
毫

も
之
を
員
捲
す

る
も

の
で
は
な

い
田
。

從

て
受
釜
者

が
呈
示
し
た
書
類

が
實
際

の
貨
物

と
相
違

し

て
ゐ
て
も
、
銀
行

は
書

類
と
貨
物

と
が
事
實
上
合

致
す

る
こ
と
を
槍
誰
す
る
責
任

が
な

い
の
で
あ
る

か
ら
、
軍

に
書
類

と
信

用
歌
面

の
買
取
條

件
と
が
合
致
す

る
以
上
は
、
授
信
契
約

に
基

き
受

釜
者

に
な

し
た

る
支
梯

は
合
法
的

で
あ
り

、
之

に
依

て

依
頼

人

に
封
す
る
資
金

の
求
償
櫨
を
喪
失
す

る
こ
と
は
な

い
働
。

尤
も
該
書
類

に
盧
備

の
記
載
が
あ

る
こ
と
を
當
然

知
り
得

べ
か

り

し

に
か

ム
は
ら
す
、

こ
れ

に
氣
付

か
す

し

て
支
佛
を

な
し
た

る
時
は
、
銀
行

は
依
頼
人

に
封
す

る
資

金

の
求
償
構

を
失
ふ
と
共



に
、
.損

害
賠

償

の
責

に
任

じ
な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
働
。

か

玉
る
場
合

に
は
依

頼

人

が
銀

行

の
怠
慢

叉

は
過

失

を

立

護

せ
ね

ば
な

ら

ぬ

こ

と
勿

論

で
あ

る
。

勾

獲

行

銀

行

は
關

係

船

積

書

類

を

取

得

し

た

る

と

き
は

、

之

を

依
頼

人

に
引

渡

す

義

務

を

員

ふ
。

(

焚

行

銀
行

は
受

釜

者

へ
の
支

佛
資

金

を
豫

め
適

當

な

る

方

法

に
よ

つ

て
、

依

頼

人

を

し

て
提

供

せ

し
む

る

が
、
時

に
は
全

く
封

人

信

用

で
無

捲

保

の
契

約

を

す

る

こ
と

も

あ

る
。

そ

の
措

保

は

各

人

の
信

用

程
度

に
慮

じ

て
差

異

が
あ

り
、

全

額

差

入

よ
り

無
捲

保

ま

で
あ

る

が
、

銀

行

は
委

任

事

務
途

行

の
上

ぱ

必
す

依

頼

人

を

し

て
手

形

の
引

受

又

は

支
佛

を

な
さ

し

め

て
船

積
書

類

を

引
渡

す

ご
と

」
な

る
,

㈲

こ
の
嗣
者
の
法
律
關
係
に
つ
い
て
に
、
從
來
異
観
の
存
す
ろ
所
で
あ

つ
た
が
、
今
H
に
於
て
ば
之
葎
委
任
關
係
と
す
る
の
が
通
観
の
如
く
で

ラ

あ
ろ
。
於
V
授
権
行
爲
な
必
要
と
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
に
、
今
術
異
論
が
存
す
ろ
。
竹
田
薄
士
、
前
掲
論
丈
九
、
松
永
氏
、
前
掲
煮
日
一
六

(

頁
、
伊
藤
健
氏
、
「信
用
状
爽
行
銀
行
の
法
律
上
の
地
位
」(銀
行
研
究
、
第
十
入
巻
、
第
四
號

】
二
六
頁
所
載
)
、
山
本
正
志
氏
、
「信
用
状
取

引
に
於
け
る
若
干
の
法
律
的
考
察
」
(同
上
誌
所
載
)、
岡
ぎ
冨
巨
。言
㌦
区
も
・
鴇
の

-

次
に
授
信
契
約
に
要
式
契
約
で
は
な

い
か
ら
、
日
頭
、叉
に
そ
の
他
の
意
思
衷
示
に
ぷ
つ
て
も
成
立
す
る
が
、
篤
ぼ
寄
霞
色
5
弘
げ
α
●
℃
.
民轟
q
I
唖

2
0旦

通
常
信
用
状
臓
行
の
依
頼
に
に

「信
用
朕
登
行
俵
頼
書
」
(レ
勺
ヨ
剛8
臥
9

♂
嬬
ピ
¢
富
吋
o
{
O
話
臼
C

な
用
ひ
、
之
に
は
信
用
状
の
種
類
、

依
頼
入
及
受
盆
者
の
佳
所
氏
名
、
支
佛
金
額
、
信
用
状
の
有
効
期
間
、
手
形
條
件
、
蜜
買
貨
物
の
種
類
、
支
梯
方
法
等
が
記
載
さ
れ

る
。
更

に
爾
當
事
者
間
の
権
利
義
務
關
係
な
定
む
う
れ
め
に
、「
信
用
状
約
定
書

」
(O
。ヨ
5
2
。芭

H
。件8
「
亀

O
器
象
け
》
σq
「8
ヨ
9
齢)
な
る
も
の
が
銀
行

に
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
支
彿
資
金
設
定
に
關
す

る
事
項
、
手
形
附
帯
貨
物

に
事
故
襲
生
ぜ
ろ
揚
合
の
庭
分
方
法
、
依
頼
人
の
蓮
約

に
野

す
る
銀
行
の
慮
置
等
で
あ

る
が
、
之
等
両
書
面
は
當
事
者
間
の
法
律
關
係
決
定
の
上
に
、
頗
る
緊
要
な
る
も
の
で
あ

ろ
か
ら
、
こ
の
寵
入
に

信
用
状
機
行
銀
行
准
続

る
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

九

一



(11)(買o》(12)(姶)(14)(rS)

信
用
駿
襲
行
銀
行
を
鏡
る
主
な
る
法
律
闘
係
に
就
て

九
二

に
特
別
の
注
意
な
要
す

る
こ
と
論
な
侯
た
ぬ
。
来
國

で
に
此
嗣
書
式
の
不
備
か
ら
起
る
紛
争
防
止
の
目
的

な
以
て
、
標
準
書
式

(oo
9
昌§

周
o
§

巴

が

0
9
ヨ
ヨ
臼
9
巴

O
圃
o
島
津
O
o
昌
幕
噌o
昌
oo
に
.二
つ
て
興

へ
ら
れ

て
ゐ

る
o

民
法
第

占ハ
四
四
絡
冊、
一二
潴
櫨
円士
著

「
契
約
法

{講
義
嬰
領

」

一
一二

一
頁

、
周
一ロ
吋
O
『
芹O
叫コ
リ
一び
釦
・
℃
.
騎
轟
蝋
・

實
際

に
於

て
に
、
號
行

銀
行

よ
り

の
信
用
状

逡
付

に
先
立

つ
て
、
電
信

祉
以
て
信
用
開

設
の
旨
を
受

鉦
者

に
通
知
す

ろ
揚
合

が
勘

く

な

い
。

　

此

揚
合
該
信
用
開

設
の
効

果
に
受

釜
者
が

そ
の
旨

な
知
・り
表
ろ
時
既

に
襲

生
す

ろ
o

竹
団
博
士
、
前

掲
論

丈
+
一
入
三
頁

以
下
滲
照
o

(

伊
藤

氏
、
前

掲
論

丈
第

三
章
第

一
節

、
松
永

氏
前

掲
書

十
九
頁

、
団
貯
犀
色
舞
。
営
u
一び
P

喝
。
図
摯

H
轟
N
!
◎◎
㌔
α
◎◎
噂
内
『
o
昌
ヨ
碧

欝

O
o
・
〈
。
娼
三
》齪
0
2
β・
雫

{o
ロ
p
二
W四
ロ
犀
(
6
N
9
●

船
積
書
類

(。。
三
箸

ぎ
びq
U
8
⊆
言
窪
童

U
o
。
ロ
ヨ
o
馨
ψ)
と

爾
ぜ
ら
る

」
は

、
幕
本
的

の
も
の
と
し

て
に

、
船

荷
謎
券
、
保
瞼

識
雰
及

逡
状
の
三

者

た
指
す

こ
と
は

一
般
的

に
認

め
ら
る

㌧
所
な

る
も
、
特

に
信
用
状
面

の
買
取
條
件

と
貨
物
と

が
、
そ
の
品
種
、
鍛
量

そ
の
他

の
細

目
に
於

て

】
致
す

る
や
否

や
な
確
認
す

る
爲

に
は

、
逡

状

(剛
琴
〇
一8
)
に
頗

る
重
要
性
を
持

つ
も
の

で
あ

ろ

(
拙
論
丈
、
「
C

・
1

・F

・契

約
の

理
論

と
實
際

」
第

二
章
第

三
節
蓼
照
)
。

し

か
し

て

↓
ず
。
冒
。謹

く
。
詰

ヒd
呂

寄
『い
.
O
o
ヨ
ヨ
臼
9
巴

O
器
臼
け
6
0
ロ
冷
N8
8

の
解
環

規
症

(
一
九

二
六

年

六
刀

一
口
改
定
)
も
亦

こ
の
三
者

を

以
て
必

須
的

の
も

の
と
し

て
ゐ

る
。

叉

一
九

二
九
年
七
月

十
三
日
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
於

け

ろ
國

際

商
業
會
議
所
會
議

も
右

と
同
様
の
解
曝

に
基

昏
決
議
し

て
ゐ

る

(≦
、p
乙
㌦
巳

も

・
目
い
9
)。

oo
℃
巴

畠
ぎ

単

e⇒
碧

寄

誘

、
6
話

臼

訂

℃
"
●
O
い
㌦

.0
8

8

ヨ

冒

m

目
o
望
o
誘

o
h
g

o
伽
一
β

、"
℃
・
李
ひ
」

コ

昌
犀
巴
舞

o
ぎ

㌦

σ
伽
.
℃
●
慧

9

巽

摯

鍵

。・
o

昏

ω
巴
く
o
く
●

】W
§

r

o
h
》
自

可
巳

ψ
す

(
一
聾

)
「
寓

≧

ユ
8

0
、
竃

§

6
0
.
く
・
乞

鑑

8

巴

団
韓

"

ヒd
き

訂

(
お

N
い
)匂
コ

吋
鴇

≦

-♂
8

蕊

ぎ

累

讐

駒8

匹

尉
碧

ド

〈
・
国
o
話
団
鼻

H
g
臣
2

0
ρ

(6

NO
y
d
o
o∩
o
=
。・
口
く
●
O
「g
押
o
「
国

缶
け
諸
鈎
島
o
彊
一
切
器
押
(
お

ミ

)℃
労
⑦
三

「o
≦

〈
・
Ω

"一No
口
い
、
ω
3
8

冒
碧
吋

(
お
認
ソ

尚

之

等

書

類

の

一
致

に

關

す

ろ

詳

論

に

つ

い
て
に

、
◎o
℃
巴
臼
5
頓
切
碧
犀
雪
ψ、
O
お
2
蚕

℃
.ゆ
い
以

下

蚊

に

男
ぎ
パ
。
巨

魯
ご
子
傷
・
℃
』

謡

以

下

蓼

照

。

国

5
冨

犀

¢
ぎ
㌦
甑

.
℃
・
黛

い
暢
芝

.
〉
●
出
鵯
o
ヨ
曙

窪

欝

O
o
・
く
●
野

9

碧

すq
o
2
ρ
二
8

巴

u6
彗

搾
(
お
お

)℃
罷
9
ロ
パ
9

2
0
竃

く
o
汗

弾

↓
議

け
0
9

く
.



〉
洋
臼

げ
ロ
還

切
3

ぬ
●
(
図
鷺

O
)
㊥

均

国
莫

。
塚

昏

り
ま

も

`
器

い
I

P

o
匡

o
魯

量

↓
・鼠

9

き

H
聾
毒

。
話
、
目
三

。
知

,円
誤

齢
Ω
》6
(
目鷺

轟
).

(⑳

稜
行
依
頼
人
は
嚢
行
銀
行
と
の
契
約
に
基
く
義
務
を
員
ふ
。
そ
の
最
も
重
要
な
義
務
は
支
佛
資
金
及
び
そ
の
他
所
要
費

用
の
支
梯
で
あ
ら
う
。
嚢
行
銀
行
が
受
釜
者
に
封
し
て
な
し
た
る
支
佛
の
代
り
金
蚊
に
こ
れ
に
封
す
る
利
子
、電
信
料
、手
敏
料
共

他
の
立
替
諸
費
用
を
依
頼
人
が
銀
行
に
支
佛
ふ
ぺ
き
は
勿
論
萌
、

又
嚢
行
銀
行
の
要
求
す
る
支
佛
資
金
の
一
部
叉
は
全
部
の
前
佛

に
慮
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
㈹
。

然
る
に
こ
の
支
梯
資
金
に
就
て
特
に
種
々
紛
議
を
醸
す
こ
と
が
珍
ら
し
く
な
い
働
。

後
行
銀
行
に
射
す
る
手
数
料
支
佛
義
務
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
委
任
は
無
償
を
原
則
と
し
、
有
償
の
特
約
あ
る

ラ

場

合
に
は
委
任
事
項
結
了
後

に
之

を
支
佛

ふ
も

の
と
す

る
⑭
。

受

任
者

の
責

に
蹄
す

べ
か

ら
ざ
る
理
由

に
よ
り
委
任
事

項

の
履

行

が
牟
途

で
中
絶

し
た
と
き
は
、
委
任
者

は
履
行

濟

の
割
合

に
慮

じ
て
報

酬

支
佛
義
務
を
員

ふ
も

の
と
せ
ら
れ

る
偽
。

併
し
信
用
授

與

は
銀
行
業

務

の

一
部

な
る

が
故

に
、
假
令
特
約

の
有
無

に
關

せ
ず
受
任
者

が
相
當

の
報
酬
を
申
受

け
る

の
は
、
理

の
當
然

で
商

法
第

二
七
四
條
σ2

の
適
用
を
受
け

る
も

の
と
信
ず

る
。
叉
實
際
を
見

る
と
明
示
的
叉
は
獣

示
的

に
、
豫

め
最

小
限
度

の
報

酬
額
を

定
め

お
き
、
信

用
授
興

の
金
額

に
慮
じ

て

一
定
歩
合

を
加
算
す
る
方
法
を
採

る
場
合

が
勘
く
な

い
。
蓋

し
之
は
商
事
上
拉

に
法
律

上

の
見
解
か
ら
最

も
愛

當
と
す

べ
き

で
あ
ら
う
㈹
。

利

子
に
つ

い
て
も
亦
、
明
約

が
な
く
と
も
商
法
第

二
七
五
條

の
規

定

に
よ

つ

て
之

を
徴
牧
し
得
る

も
の
と
解
す

る

の
が
委
當

で
あ

る
。

功

民
法
笙

ハ
五
〇
條
第

一
項
。

(

信
用
駿
獲
行
銀
行
准
続
る
主
な
ろ
法
律
閥
係
に
就
て

九
三



(19)(18)(23)(22)(21)(20)

 

獲

行
銀
行
と
締

結
せ
る
授
信
契
約

に
基

く
信

用
を
依
頼
人

が
使
用
す
る
義
務

の
有
無
は
、

で
あ
る
か

に
よ

つ
て
決

す
る
と

の
読

も
あ
る
が
、

る
故

に
、
こ
の
論
擦
は
首
肯

し
得
な

い
。

行
銀
行

に
損
害
を
與
ふ
れ
ば
、

を

否
定
す

る
な

ら
ば
信
任
關

係
を
基
礎

と
す

る
こ

の
種
契
約

の
本
旨
を
渡
却
す

る
こ
と

玉
な

る
。

信

用
状
獲
行
銀
行
な
溌

る
主

な

ろ
法
律
關

係

に
就

て

九

四

民
法

第
山ハ
四
九
悠
nO

来
國

の
剣
例

に
よ
れ
ば
、
俵

頼
入
が
支
梯

資
金
な
現
金

に
て
襲
行

銀
行

に
差

入
れ

お
き
六

る
時
は

、
未

だ
信

用
が
授

輿

ぜ
ら
れ

ざ
ろ
金

額

に

相
當
す

る
額

に
野

し

て
の
み
債
樺
な

有
す

る
も
の
と

ぜ
ら
れ

(O
巳

o
哺
～

〉
ヨ
o
昌
8
昌

国
蓉
げ
拶
5
鵬
o
客
讐
ご
5
巴

切
碧
犀

(
図◎。
Q。
O
)噛
周
営
ド
9
珠
色
昌
り

号
P

や

a
即
》、
而
し

て
機
行
銀
行

が
支
梯

不
能

に
隅

つ
乳
と
喜
は
、
未

襲
行
額

に
相
當
す

る
支
梯
資
金

に
罫
し

て
に

、依

頼
人

は

一
般
債
確
者

と
同

一
立
揚

に
置

か
れ
何
等

の
優
先
擢
な
持

六
な

い

(弓
碧
い
巴
『q
ぎ

O
璃
昌
。
σq
帥o
弓
旨
り什
0
9

(
目O
δ
y
ピ
p
訂
ぎ

く
.
国
ρ
属
冨
乞
o
目
旨
曾
6
9

(お
伽・
N
ど

距
ロ
昇
o
禦
o
冒
㌦
び
α
・
℃
.
a
O
.)o

支
沸
資

金
提
供
後

に
銀
行

に
違
約
行
爲

が
あ
れ
ば

、
俵

頼
入
に
該
支
挑

資
金
の
返
渥
な

受
く

ろ
機
利
な
有

す

ろ
こ
と
に

一
般

に
承
認

ぜ
ら
れ

て

ゐ

る

(
弱
器

脇
O

即

OQ
9
〈
O
<
・
田
居
口
閃

O
h
>

∬
い
窪
巴
器

昼

(
目
置

)
噂
ま

嵩
げ
毛
一〇
ド

く
.
剴
P
昌
搾

O
h
H4
0
ミ

N
O
亀
9
ロ
山

(
圏
◎◎
O
N
)
O

民
法
第
六
四
入
條
。

民
法
第
六
四
八
條
第
三
項
。

商
法
第

二
七
四
條

「
商
入
力
其
螢
業

ノ
範
園
内

二
於
デ
他
人
ノ
爲

二
或
行
爲
チ
ナ
シ
タ
ル
ト
キ

ハ
相
當

ノ
報
酬

チ
舗
求
ス
ル

コ
ト
チ
得
」o

岡
ぎ
穽
o
一い8
写
㍉
び
山
●
や

a
N
累
o坤o
(い
N)・

一
に
該

契

約

が
有

償

で
あ

る

か

無
償

既

に
論

じ
た

如

く

授
信

契

約

は
明

約

が
な

く

と

も
有

償

と
解

す

る
を

妥

當

と
す

こ

の
義

務

は

む

し

ろ
原

則

的

の
も

の
と
解

す

べ
く

、
從

て

こ

の
義

務

不
履

行

に
よ

つ

て
稜

そ

の
賠

償

の
責

に
任

す

ぺ
き

は

か

玉
る
契

約

の
本

質

よ

り
す

る

も
當

然

で
あ

ら

う
餌
。

若

し

こ
れ



鋤

民
法
第
六
五
〇
條
第
三
項
、
三
潴
博
士
、
前
掲
書

一
二
九
頁
。

(
二
、
襲
行
銀
行

と
依
頼

人
と

の
契
約
は
、
金
鏡
支
佛

指
固
を
内
容

と
す

る

一
種

の
委
任
契
約

で
あ
る
か
ら
、
之

を
取
消
し
叉

は

解

除
し
得

る
場
合
が
あ

る
。

国
6ぎ
8
¢
。
ミ
O

の
場
合

は
そ

の

一
例

で
あ

る
が
、
受
釜
者

が
該

信
用
歌
を
未

だ
利

用
せ
ざ
る
以
前

に
、

そ

の
取
消
通
知

が
受

釜
者

に
到
着
す

る
に
非
れ
ば
そ

の
法
律
効
果
を
磯
生

し
得
な

い
。

同旨
宰
。
S
匡
。
ご
O

は

こ
れ
と
性
質

を

異

に
し
て
、
爾
當
事
者

は

一
定
期
聞
該

契
約

の
取
消

叉
は
解
除
櫨

を
拡
棄
し
た
も

の
と

一
慮
解
す

べ
き

で
あ
る
。

之

を
要
す

る
に
、
焚
行

銀
行
は
信
用
授
與

上

の
危
瞼

(ρ

。鼻

穿

貯
)
を
、
他
方

稜

行

依
頼

人

た

る

買

主

は

商

事

上

の
危

瞼

(()O
昌P昌P⑦H∩一四一
一四一〇〇犀
)
を
員
澹
す
る
も

の
で
、
稜
行
銀
行

は
善
良
な
る
管

理
著

の
注
意
を
以
て
委
任

に
基
く
事
務
を
途
行
す

る
を
義

務

と
し
、
敢

て
費

買
當
事
者

間

の
關
係

内

に
入
込
む

の
必
要

が
な

い
。

こ
れ
蓋
し
信

用
駄
關
係

が
猫
立

の
法
律
關
係

で
あ
る
と

い

ふ
特
質
を
愈

々
明
確
な

ら
し
む
る
も

の
で
あ
る
。
叉
依

頼
人
は
信

用
状

に
よ
る
取
引

の
本

質
を

正
し
く
理
解

し
、
獲
行
銀
行

と
の

諸
關
係

は
之
を
豫
め
契
約

中

に
明
示
し
、
以

て
後

日

の
無
用

の
紛
争
を
避
く

る
を
最

も
策

の
得

た
る
も

の
と
云

ふ
べ
き
で
あ

る
。

第

剛昌
節

信
用
状
機
行
銀
行
と
受
盆
者
と
の
關
係

一
、
稜

行

銀
行

と
受
釜
者

た
る
費
主
と

の
法
律
關
係

の
解

繹

に
つ
い
て
は
、從

來
異
読
頗

る
多
く
未
だ
節

一
す

る
所
が
な

い
が
、

ラ

ラ

ラ

之
等
を
要
約
す
れ
ば

一
契

約
読
、
二

国
。・8
署
ユ
読
、
三
商
事
特
約
読

の
三
と
す

る
事
が
出

來

や
う
。
今
之
等

の
論
く
所
を
見

る
に
、

(

(

(

　

　

イ

契
約
読

(月
ぽ

O
。
三
話
g

目
ず
8
員
)麟
。

(

信
用
状
襲
行
銀
行
為
続
る
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

九
五



信
用
状
搬
行
銀
行
な
鏡
る
主
な
る
法
律
朋
係
に
就
て

純

然
た

る
契
約

理
論

に
結

び

つ
け
ん
と
す
る
も

の
で
、
そ
の
立
場

に
よ
つ
て
、

(e)(d)(c)(b)(a)

九
六

信
用
状
機
行
は
獲
行
銀
行
が
受
釜
者
に
封
し
て
、
支
佛
を
約
す
る
片
務
契
約
と
す
る
も
の
、

襲
行
銀
行
と
受
釜
者
と
の
間
の
璽
務
契
約
と
す
る
も
の
、

受
釜
者
の
た
め
に
結
ば
る
玉
焚
行
銀
行
と
依
頼
人
と
の
隻
務
契
約
と
す
る
も
の
、

嚢
行
銀
行
と
依
頼
人
と
の
間
に
成
立
す
る
嬰
務
契
約
で
、
同
時
に
受
釜
者
に
封
し
て
法
律
關
係
を
焚
生
す
る
も
の
、

依
頼
人
よ
り
封
偵
を
得
る
の
約
定
に
基
き
、
嚢
行
銀
行
と
受
盆
者
と
が
締
結
す
る
愛
務
契
約
と
す
る
も
の
、

等
の
数
種
に
分
類
し
得
る
。

の

穿

§

g

説

(目
冨

寡
8
暑
鮎
目
ゴ
8
頃
)⑯
。

(
こ
の
読

は
實

は
契
約
設
を
基
調

と
す
る
も

の
で
、

(b)(a)d) (c)

之
に

国
曾
后
旦

の
理
論
を
織
り
込
ん
だ
に
す
ぎ
ぬ
。
即
ち

襲
行
銀
行
は
信
用
状
漫
行
の
爲
に
、
依
頼
人
よ
り
支
佛
資
金
を
受
領
し
た
か
、

叉
は
信
用
歌
に
よ
り
振
出
さ
れ
た
手
形
の
満
期
日
前
に
於
て
、
嚢
行
銀
行
に
封
し
充
分
な
る
支
佛
資
金
支
佛
の
旨
を
依
頼

人
が
約
定
し
た
か
、

或
は
依
頼
人
が
手
形
支
佛
資
金
の
支
佛
に
關
し
て
、
稜
行
銀
行
に
充
分
な
る
満
足
を
與
ふ
る
こ
と
を
表
明
し
臼
。窯
8
9
0
、

且

つ
焚

行
銀
行

は
以
上

の
表
明

(閑
呂
議

。見
銭
§
)
が
後

日

に
至

つ
て
、
事
實

と
相

反
す

る
場
合

に
於

て
も
、
穿

。
豆

の

理
論

に
基

き
、

爾
そ

の
表
明
を
拒
否

し
得
す

、
そ

の
關
係
者

に
封
す
る
責

任
を
冤
れ
得
な

い
と
す

る

の
で
あ

る
。



　

ラ

バ

商
事
特
約

読

享

⑦
竃
・3
彗
巳
・
ω
鷺
魯

ξ

畢

。。
蕩

。

(
こ
の
読
に
從

へ
ば
、
信
用
瓶
稜
行
銀
行
と
受
釜
者
と
の
間
に
稜
生
す
る
法
律
關
係
は
、
商
事
上
特
殊
性
を
帯
び
、
之
を

一
般
契

約
理
論
に
結
び
付
け
ん
と
す
る
の
は
頗
る
不
適
當
で
、
む
し
ろ
之
と
類
型
を
異
に
す
る
手
形
、
小
切
手
の
如
き
も
の
か
ら
生
す
る

怯
律
關
係
に
準
す

べ
き
も
の
と
し
、
し
か
も
爽
行
銀
行
の
法
律
的
地
位
は
恰
も
爲
替
手
形
の
引
受
人
の
如
き
も
の
で
、
買
主
た
る

依
頼
人
か
ら
提
供
さ
る
」
封
債
に
基
き
、
費
主
た
る
受
益
者
に

一
定
金
額
支
佛
を
約
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

以
上
三
設
を
通
観
す
る
に
、
稜
行
銀
行
と
受
釜
者
と
の
法
律
關
係
は
結
局
に
於
て
、
之
を

一
般
契
約
關
係
と
見
る
か
、
或
は
商

事
上
の
特
殊
契
約
關
係
と
見
る
か
の
二
と
な
し
得
る
。
し
か
し
て
之
等
の
設
の
申
に
は
未
だ
全
く
封
便
關
係
よ
り
離
脆
し
得
ざ
る

も
の
あ
り
、
叉
何
れ
も
契
約
理
論
に
立
脚
す
る
限
り
契
約
成
立
に
必
要
な
る
申
込
受
諾
の
意
思
表
示
の
時
期
決
定
に
つ
い
て
思
は

ざ
る
困
難
に
逢
着
す
る
も
の
に
し
て
、
こ
の
爾
當
事
者
聞
の
法
律
關
係
を
霊
し
得
た
り
と
は
云
ひ
難
い
。

吾
人
は
こ
の
種
の
理
論
か
ら
更
に

一
歩
を
進
め
て
、
之
を

一
方
的
意
思
表
示
に
よ
る
金
鈍
支
佛
約
定
の

一
種
と
解
す
る
の
を
安

當
と
考

へ
る
。
こ
の
読
に
よ
る
と
、
信
用
開
設
通
知
が
受
釜
者
に
到
達
し
た
る
時
そ
の
効
力
を
嚢
生
し
、
前
者
が

一
定
金
額
支
佛

義
務
を
後
者
に
謝
し
て
員
ふ
こ
と
製
な
る
。
し
か
し
て
こ
の
義
務
は
猫
立
の
存
在
で
あ
つ
て
、
獲
行
銀
行
及
び
依
頼
人
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
金
鏡
支
佛
委
任
契
約
と
は
全
然
無
關
係
で
、
翠
に
嚢
行
銀
行
の
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
つ
て
法
律
上
の
効
果
を
稜
生

す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
故
に
相
手
方
た
る
受
釜
者
が
承
諾
の
意
思
表
示
を
與
ふ
る
必
要
が
な
く
、
叉
効
力
嚢
生
時
期
も
自
ら
明
確

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

●

信
用
状
襲
行
銀
行
を
続
ろ
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

九
七



.

信
用
駅
獲
行
銀
行
な
続
る
主
な
ろ
法
律
關
係
に
就
て

九
八

嚢
行
銀
行
が
信
用
開
設

の
旨
を
受

盆
者

に

一
度
通
知
し
た
以
上
、

そ
の
信

用
有
効

期
間
内
は
之

に
拘

束

せ
ら
れ

る
こ
と
は
論

を

侯

た
な

い
。
叉
受
盆
者

は
信
用
設
定

の
目
的

に
則
し

て
之
を
利
用
し

て
代
金
を
取
得
し
得

る
が
、
之
が
利
用
義
務

を
員

ふ
も

の
で

は
な

い
。
蓋

し
信
用
歌
獲
行

の
主
た
る
目
的

は
費
主

の
利

釜
保
護

に
存
し
、
買

主

の
信
用
歌
態

に
關
係
な
く
費

主
を
し

て
確
實

に

そ

の
代
金
を
入
手
し
得

せ
し
む

る
に
あ

る
か

ら
、
序

上

の
見
解
は
理
論
及
び
實
際

に
適
合
す
る
も

の
と
考

へ
る
。

鋤

塁

霞

量

随耳

や

ひ。。ら

㌔

一皆

蕃

旦

痒

や

§

i
鵠
摯

も

酬

国
言

量

耳

な

ア

。㌔

ぎ
げ
.
歪

魯

号

箇。・
い↓

蝋

穿

萎

。三

げ
ξ

い。・
いi
悼壌

二
、
前
段

に
於

て
は
、
嚢
行

銀
行

と
受

釜
者

と

の
法
律
關
係

は
之

を
如
何

に
解
す

ぺ
き
か

に
つ
い
て
、
珈
か
論

及
す
る
所
あ

つ

た

が
、
更

に
こ

の
爾
當
事
者

の
員
憺

義
務
を
中

心
と
し
て
起
る
主
要
な
る
問
題

に

つ
き
以
下
考
察
を
試
み
る

こ
と

曳
す

る
。

信
用
状
が

岸
器
ぎ
8
げ
げ
の
も

の
に
あ

つ
て
は
、
そ

の
指
定
條

項
に
從

て
受
釜
者

に

一
定
金
額
支
佛

の
義
務
を
獲
行
銀
行

が
員

ふ

こ
と
は
疑
問
を
挿
む
饒
地
が
な

い
働
。

然

る
に

寄
く
。
8
げ
げ

の
場
合
は
、
そ

の
取
消
模
行
使

の
時

期
に

つ
き
、
又
嚢
行
銀
行

の
支

彿

義
務
消
滅
時
期

に
つ
い
て
異
論

を
生

じ
、
紛
孚

が
起
り
易

い
。
例

へ
ば
受
釜
者

が
か

忘
る
信
用
瓶
を
引
當

に
手
形
を
振
出
し
銀

行

を
し

て
之
を
買
取
ら
し

め
ん
と
す
る

に
當

つ
て
、
焚
行
銀
行
が
該

信
用
を
豫
告
な

し
に
取
消

し
得

る
と
す

れ
ば
、
受

釜
者

は
重

大

な
る
損
失
を
蒙
る

こ
と

、
な

る
。
叉
随
時

取
浩
し
得
な

い
と
解
す

れ
ば
、
該
信
用
歌

は

H
N器
く
。
$
げ
『

の
性
質
を
帯

ぶ
る
に
至

る
働
。

故

に
か

玉
る
疑
義
を
防

い
で
そ

の
法
律
關
係
を
明
確
な
ら
し
む
る
た

め
に
、
今

日
多
藪

の
銀
行
は
信
用
歌

面
に
取
消

の
通



知

を
用

ふ
る
こ
と
な
く
し

て
取
消

し
得

る
旨

の
文

言
を
附

記
す

る
の
が

一
舷

の
慣
例

と
な

つ
て
ゐ
る
鋤
。

今

こ

」
に

男
。ぎ
B
げ
『
ミ
O

の
本
質
両

を
明
細

に
討
究
す

る
は
紙

面

が
許

さ
な

い
か
ら
、
若

干
重
要
な
鮎

の
み

に
濁
れ
る

に
止

め

る
が
、
元
來
、
こ

の
種

の
信
用
歌
は

一
片

の
通
知
書

に
過
ぎ
な

い
と
す

る
學
読
す

ら
あ
る
程
な

る
も
㈹
、

取
消

以
前

に
於

て
は
等

し
く
金
融
上

の

一
機

能
を
有

し
、
そ

の
効
果

に
於
て

H『器
ぎ
B
げ『
ζ
O
と
何
等
異

る
黙
が
な

い
。
た

讐
唯

一
の
相

違
は
使
用
前

に

取
消

さ
る

玉
危
瞼
を
含

む

一
黙

で
あ

る
。

こ
れ
を
理
論
的

に
見
れ
ば
、
受

釜
者

が
之

を
使
用
す

る

に
先

立

つ
て
何
時

で
も
取
消
し

得
る
如
く

で
あ
る
が
、
實
際

に
は
必
す
し
も

こ
れ
と

一
致

し
な

い
。
か
く

て
取
消
得

る
時
期
は
何
時

で
あ
る
か

の
問
題

が
起

る
。

こ
れ

に
つ
い
て
は
、
或
は
注
文
調
達

に
着

手
す

る
以
前

と
す
る

も
あ
り
、
或
は
注
文
調
達
絡

了

の
時
と
す

る
も

あ
り
、
或

は
貨

物

を
運
逡
者

に
引
渡
し
た
る
時

と
す

る
も
あ
り
、
或

は
船
積
書
類

の
銀
行
呈
示
迄

と
す
る
も
あ
り

て
異
読
紛

々
と
し

て
蹄

一
す

る
所

を
知
ら
な

い
㈹
。

し

か
も
加

ふ
る
に
確
固

た
る
判
例
な
く
商
習

慣

の
確
立
も
見

て

ゐ

な

い
現
状

に
あ
る
。

そ
こ
で

目
冨

Z
。箋

磯
。
蒔

守

昌
寄
窃
.
O
。
日
日
。H。
凶巳
ρ

6舞

O
。
昏

N窪
8

の
如

き
は
こ

の
種
信

用
歌

に
代
は
る

に

「
買

取
指
圖
書

」

$
暮
ぎ
旨
楓
8

℃
葺
-

9
馨

)
探
用

の
主
張
を
し

て
ゐ
る
。

か

、
る
信
用
歌
は
費

主
に
と

つ
て
好
ま

し

い
も
の
で
は
な

い
が
、

現
實

に
存
在
し

て
ゐ
る
上

は
、
こ
の
取
消
時
期
を
明
確

に
す
る
必
要
は
頗
る
切
な

る
も

の
が
あ
る
。
筆

者

は
當
事
者
間

に
特
約

な
き
限
り
、
手
形
呈
示
後

に

取
消
し
得

な

い
と
す

る
通
読
を
最

も
愛
當

と
考

へ
る
。

前
述

の
如

く
信
用
歌

の
受
釜
者

に
封
す

る
關
係

は
猫
立

せ
る
存
在
で
あ

る
か
ら
、
銀
行

は
依
頼
人

の
破
産
叉
は
そ

の
他

の
理
由

で
資
金
を
同
牧
し
得
な

い
故
を
以

て
受

釜
者

に
封
し
支
佛

を
拒
絶

し
得
な

い
㈱
。

加
之

、
正
當

の
理
由

な
く
し

て
之
を
拒
絶
し

た

信
用
状
獲
行
銀
行
な
縫
ろ
主
な
ろ
法
律
關
係
に
就
て

九
九



信
用
状
鞍
行
銀
行
奉
続
る
主
電
ろ
法
律
闘
係
に
就
て

一
〇
Q

と
き
は
、
銀
行
は
そ
の
履
行
の
請
求
を
受
け
る
の
は
勿
論
、
蓮
約
よ
り
生
す
る
損
害
賠
償
の
責
を
も
員
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な

る
。次

に
受
釜
者
が
虚
備
の
書
類
を
銀
行
に
呈
示
し
た
場
合
の
法
律
關
係
を
考
察
し
や
う
。
之
は
次
の
二
つ
の
場
合
に
分
つ
て
見
る

必
要
が
あ
る
。
第

一
は
稜
行
銀
行
が
該
不
法
行
爲
を
認
め
た
場
合
で
あ
り
、
第
二
は
依
頼
人
が
こ
れ
を
認
め
て
嚢
行
銀
行
に
支
佛

拒
絶
を
指
圖
し
た
場
合
で
あ
る
。
第

一
の
場
合
に
於
て
は
、
銀
行
が
か
蕊
る
不
法
行
爲
を
立
誰
し
支
佛
義
務
を
拒
否
し
得
る
。
叉

第
二
の
場
合
に
は
、
銀
行
は
受
釜
者
呈
示
の
書
類
が
形
式
上
信
用
欺
條
件
と

一
致
す
る
限
り
は
、
前
記
の
指
圖
に
不
拘
受
釜
者
に

支
佛
ふ
義
務
を
員
ふ
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
て
こ
の
場
合
、
銀
行
は
指
圖
不
履
行
の
故
を
以
て
依
頼
人
に
封
す
る
求
償
構
を

喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
稜
行
銀
行
は
眞
正
な
る
書
類
と
引
換
に
支
佛
ふ
義
務
を
員
ふ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
委
任

の
本
旨
に
從
ひ
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
以
て
該
書
類
調
査
の
義
務
を
履
行
す
ぺ
き
は
冒
を
侯
た
ぬ
。

銀
行
が
過
失
に
よ
つ
て
依
頼
人
と
の
契
約
に
相
違
す
る
信
用
歌
を
畿
行
し
た
場
合
の
依
頼
人
に
野
す
る
法
律
關
係
は
、
之
を
総

括
し
て

一
律
的
に
噺
定
し
難
い
。米
國
の
或
る
銀
行
が
翠
債
二
六
弗
替
の
も
の
を
過
つ
て
三
〇
弗
替
で
支
佛
つ
た
事
件
が
あ
る
が
、

こ
の
支
佛
超
過
額
返
還
請
求
訴
訟
に
於
て
は
銀
行
が
受
釜
者
に
悪
意
の
あ
つ
た
こ
と
を
立
詮
し
な
け
れ
ば
返
還
請
求
し
得
な
い
と

判
決
し
て
ゐ
る
㈹
。

こ
の
判
旨
か
ら
信
用
状
稜
行
に
關
す
る
過
失
に
つ
き
総
て
の
場
合
に
同

一
原
則
を
適
用
す

べ
き
も
の
と
す
る

學
読
が
起
り
、
過
失
に
よ
る
信
用
状
の
不
備
を
知
り
つ
玉
之
を
受
釜
者
が
利
用
せ
ん
と
し
た
時
は
、
銀
行
が
そ
の
事
實
を
立
誰
し

て
、
そ
の
信
用
歌
を
取
消
し
得
る
も
の
と
解
し
て
ゐ
る
働
。

蓋
し
こ
の
解
繹
は
極
め
て
合
理
的
で
、
一
方
銀
行
に
そ
の
過
失
に
基
く



或
程
度
の
責
任
を
員
は
し
め
る
と
共
に
、
他
方
受
釜
者
の
詐
偏
的
行
爲
を
防
止
す
る
の
効
用
が
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

⑱
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第
四
節

信
用
状
登
行
銀
行
と
手
形
買
取
銀
行
と
の
關
係

信

用
歌

に
よ
り
振
出

さ
れ
た
手
形
が
嚢
行
銀
行

に

よ

り

買

取

ら

れ

す
、

そ
の
指
定

せ
る
銀
行
其
他

を
維

て
買
取

ら
れ
る
こ
と

が
屡

々
あ

る
。

こ
の
場
合

に
は
買
取
銀
行
と
稜
行
銀
行

、
買
取
銀
行

と
受
釜
者

と

の
間

に
各

々
新
た
な
法
律
關
係
が
褒
生
す

る
。

今
買
取
銀
行

と
焚
行
銀
行

の
關
係

を
考
察
す

る
に
、

こ
れ

に
封

し

て
は
未
だ
蹄

一
し
た
解
決
を
見
な

い
が
⑳
、

之
を

一
種

の
信

用

信
用
状
襲
行
銀
行
た
続
る
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

鋤
O

一



信
用
状
螢
行
銀
行
々
続
ろ
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

一
〇
二

委
任
關
係

と
し
、
金
銭

支
佛
委
任
契
約
が
成
立

つ
と
す

る
の
が
通
読

の
や
う
で
あ
る
。
獲
行
銀
行

は
買
取
銀
行

に
封

し
て

一
定

の

信
用
條

件

に
從

て
受
釜
者

へ
支
佛
を
す
る

こ
と
を
委
任

し
、
支
佛
金
額
償
還

に
つ
き
保
誰
を
與

へ
る
も

の
で
あ
る
と
す

る
。
買
取

銀
行

が
之

に
封

し
受
諾
を
與

へ
た
と
認
む

べ
き
意
思
表

示
の
時
期

に
つ
い
て
は
異
読

が
あ

る
が
、
稜
行
銀
行

が
豫

め
買
取
銀
行
と

約
定

が
あ
る
か
否
か
で
異

る
。
既

に
買

取
銀
行

を
指

定
し
て
あ

る
場
合
は
信
用
開
設

の
通
知
受
領

の
時

と
解
す

べ
く
、
然

ら
ざ
る

場
合

に
は
手
形
を
買
取
り

た
る
時
と
す

る
の
を
安
當

と
す
る
。

ラ

上
述

せ
る
所

か
ら
買
取
銀
行

は
獲
行
銀
行

に
そ

の
買

取
手
形

に
野
す

る
求
償
植

を
有
す

る
こ
と
は
明
か

で
あ
る
儒
。

因

つ
て
襲

行

銀
行

は
こ

の
支
佛
保
誰

の
限
度

を
明
確

に
信
用
歌
面

に
表
示
す
る
必
要

が
起

る
。
假
令
獲
行
銀
行

が
受
釜
者

と
特
約
を
締
結

し

て
ゐ
て
も
、
買

取
者
が
與
り
知

ら
す
し

て
手
形
買
取
を

な
し
た
場
合

に
、
爽
行
銀
行
は
該
特
約

の
存
在
を
理
由

と
し
て
、
買

取
銀

行

の
支
佛

要
求
を
拒
み
得
ぬ
も

の
で
あ
る
。
菅

に
拒
絶

し
得

ぬ
許

り

で
は
な
く
不
法
な

る
契
約
解
除
及
び
こ
れ
に
基
因
す

る
損
害

賠
償

の
責

に
任

じ
、
更

に
保
誰
債
務
履
行

の
請

求
を
も
受
け

ね
ば
な

ら
な

い
立
場

に
陥
る
。
買
取
銀
行
が
手
形
買

取

に
關
し
、
嚢

行
銀
行

に
封
す

る
求
償
権

は
稜
行
銀
行
封
、
依
頼

人
と

の
關
係

と
全
く
同

一
で
、
書
類

と
信

用
條
件

と
の
形
式

的
合

致
如
何

に
よ

つ
て
決

せ
ら
れ

る
鋤
。

更

に
求
償
櫃

に
關
し

て
重
要
な

一
問
題
が
あ

る
。
犀
器
く
。
8
げ
写

の
信
用
歌

に
つ

い
て
は
、
そ

の
有
効
期
間
内

に
手
形
買
取
を
な

す

上

に
買
取
銀
行

に
何
等
不
安

が
な

い
が
、
男
・く
。
8
ゲ
『

の

も

の

に

つ
い
て
は
指
定
買
取
銀
行
以
外

の

一
般
買

取
銀
行

は

「
取
消

通

牒
」
(2
鼠
8

9

寄

く
§

再凶8
)
を
受
領
す
る
由

が
な

い
。
從

て
手
形
買
取

に
つ
い
て
不
安

な
き

を
得
な

い
感

じ
が
あ
る
。

併

し



寄

く
。
$
ぴ
牢
ρ

。捧

が

O
窪
。
邑

で
あ
る
と
き
、
取
漕

の
通
牒
不
可
能
な

る
事
實
か
ら

H
H器
く
。
8
痔

の
性
質

を
帯

ぶ
る
も

の
と
看

徹

さ
れ
㈹
、

獲
行
銀
行
は
善
意

の
買

取
銀
行

に
樹
し

て
求
償
義
務
を
員

ふ
も

の
と

咽
般

に
解

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
故

に
若
し
焚

行
銀

行

が
取
消

の
権
利
留
保
を
望
む
な

ら
ば
、
之
を

。。
窟
。置

の
も

の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
㈹
。

(41)(40)(39)(38)(37)
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`
信

用
状

の
恩
恵
を
最
も
多
く
受
け
る
も

の
が
費
主

で
あ
る

こ
と

に
論
議
は
な

い
。
買

主

の
信
用
状
態

か
ら
生
す

る
危
険

と
資

金

の
固
定
と
か
ら
冤
れ
得
る

こ
と
は
取
引

の
圓
滑
を
期
す

る
上

に
至
大

の
貢
献
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
併

し
買
主

の
利

釜
も
亦
莫
大

な

も

の
が
あ
り
、
信
用
設
定

に
ょ

つ
て
資

金

の
流

通
を
促

し
、
金
融

の
便

を
得
、
且
所
要
貨
物

の
受

領
を
確
實

に
す
る

こ
と
が
出

來

る
。

'
か

玉
る
利

釜

が
存
す

る
か
ら
、
國
際
貿
易

の
稜
展

に
俘

ひ
そ

の
使
用
が
釜

々
多
き
を
加

へ
る

の
は
當
然

で
あ

る
が
、
之

と
共

に

信
用
状
襲
行
銀
行
な
続
る
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

一
〇
三



信
用
駅
嶺
行
銀
行
々
続
ろ
主
な
る
法
律
關
係
に
就
て

一
〇
四

紛
争
を
惹
起
す
る

こ
と
も
日

々
.多
く
な
り
、
し
か
も
法
律
關
係
は
頗

る
複
雑
多
岐

の
も

の
で
、
判

例
も
亦
法
律
關
係

の
統

一
的
解

繹
を
下
す

に
至

つ
て
ゐ
な

い
。

叉
學
読

も
未
だ
充
分
確
立
し
た
と
は
去
ひ
難

い
實

歌

で
あ

る
。
實

に
か
の

≦

与
㊦昌

≦
、箇
民

の
言

の
如
く
國
際
貿
易

上
に
於
け

る
信
用
歌

の
機
能
を
愈

々
高

む
る

の
道
は
、
信
用
状

の
形
式
内
容

を
統

一
す

る
に
あ

る
と
信
す

る
。

こ
の
目
的
蓮
成

の
た
め

に
は
國
際
間

に
横
は

る
諸
種

の
障

碍
を
除
去
す
る
と
共

に
、
實
務
と
理
論

の
研
究

に

一
段

の
努
力
を
傾
注

す
る
こ
と
が
最
も
急
務

で
あ
ら
う
。
此

の
意
味

に
於

て
こ

の

一
小
論
も
何
等
か

の
意
味

を
持

つ
こ
と
が
あ
れ
ば
頗

る
幸
と
す

る
所

で
あ
る
。
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